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研究成果の概要（和文）：目的は、日系ペルー・ボリビア・アルゼンチン社会におけるナショナリズムの構築と
変貌を文学・文化作品を通じて探究することであった。リマにある日秘文化会館とボリビア、サンタ・クルーズ
県のオキナワボリビア歴史資料館で調査と資料収集を行なった。コロナ感染前は、ペルー、ボリビア以外にアメ
リカ議会図書館、シカゴ大学図書館で資料収集を行なった。日系ボリビア、アルゼンチンに関する研究は進まな
かったが、日系ペルー人のナショナリズム的な記憶の構築とそれを掻き乱す文学・文化作品についての研究は進
んだ。その結果、図書1冊、論文(学術誌)３本、学会発表論文１本、図書章の論文５本を発表し、国際会議でも
発表を行なった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to explore how Japanese nationalism was 
constructed in Peru, Bolivia, and Argentina at the end of the 19th century and beginning of the 20th
 century and how it has been transformed since then. I conducted research at the Japanese Peruvian 
Cultural Center in Lima, the immigration museum at the Okinawa Association of Bolivia, Santa Cruz, 
Bolivia, the Library of Congress in D.C. and other libraries in Peru and U.S. Due to the Covid-19, 
my plan to visit the Association of Japanese in Argentina in Buenos Aires was cancelled. Though I 
did not advance the studies on Japanese Bolivian and Japanese Argentine literary and cultural 
productions, my research on Japanese Peruvian migration and memory through literary products 
advanced. I published a book in Lima, three peer-reviewed articles, one conference proceedings 
paper, and five peer-reviewed book chapters. I also presented my papers at international conferences
 in New Zealand, Ecuador, Peru, and Spain。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
南米ペルー・ボリビア・アルジェンチンに渡った日本人が移民共同体の中で、日本ナショナリズムがどのように
構築され、変貌したかを文化・文学作品を通し研究した。日系移民証言の記録に関する歴史学・社会学的研究は
進んでいるが、文化・文学作品に現れる移民の他の記憶を分析した。主流で均一化された証言とは何なのか、そ
れに合わない証言の意味を探求した。文化・文学作品から浮かび上がる多様な証言を示すことで、１分野の研究
領域では見逃されがちな側面を映し出すことができた。また、知らざれる日系人の記憶を表すことで、日本に構
築された記憶は単なる１面に過ぎなく、記憶を振り返り更新していくことの大切さを提示する研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、ペルー社会に置ける日系ペルー人アイデンティティの構築と変換を、日系ペルー
文学作品を通し考察した前研究に基づくものである。2014 年度にスペイン語圏・ポルトガ
ル語圏・アジアの接点を文学・文化作品を通して考える国際学術大会、引き続き 2015 年度
にラテンアメリカ・アジアの関連を美術・視角芸術作品を通して考える国際学術大会を開催
した。それぞれの大会でボリビアに置ける日系人社会、アルゼンチンに置ける日系文学の存
在について学び、「日系性」についての研究をペルーのみではなく、ボリビア・アルゼンチ
ンにも広げる可能性が浮上した。また、それ以前に日系ペルー人作家、ドリス・モロミサト
とアウグスト・ヒガの作品分析とインタビューを通し、日系ペルー人のアイデンティティだ
けではなく、移民・移民の子孫の記憶がどのように構築され変貌されていったのかに焦点を
向けていた。国際大会での研究者との意見交換、ペルーで行った作家とのインタビューによ
り、ペルー・ボリビア・アルゼンチンに置ける「日系性」と日系人の記憶を考察する本研究
は生まれた。研究当初に注目した点は、日本帝国政府が南米への移民を積極的に斡旋した 19
世紀後半に遡り、日本ナショナリズムが上記３国へ到着した時点から、どのように「日本人
性」が「日系性」に変貌し、その過程でどのような記録が残され、またどのようにその記録
が変化しているのかであった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 4 点であった。 
1. 20・21 世紀の日系ペルー・ボリビア・アルゼンチン人作家による文学・文化作品に表象

されている日本ナショナリズムの分析 
2. 構築された「日本人性」のイメージと変形されたイメージの分析 
3. 均一化された日系共同体の記憶の意味とそこに隠された記憶の分析 
4. 日系共同体の記憶に存在する「日系性」とそれを複雑化し多様化する日系作家の文学・

文化作品の意義の探索。 
 
３．研究の方法 
方法は、主に図書館での資料収集をし、先行文献にない新しい理論構成を見つけ出し、それ
を文学分析に適用する方法であった。最初に、日系ボリビア・アルゼンチン人による作品が
どのくらい存在するのか検索した。また、19 世紀の日本ナショナリズムの文献を収集した。
資料収集は、国内では沖縄県公文書館、国外では、日秘文化開館の図書室(リマ)、オキナワ
ボリビア歴史資料館(サンタクルーズ、ボリビア)、アメリカ議会図書館、シカゴ大学、ウイ
スコンシン大学本校・ミルワーキー校、カリフォルニア州立大学―ロスアンジェルス校の図
書館で行った。問題であった点は、日本、南米、アメリカ、どの国の図書館・資料館でも、
日系ボリビア・アルゼンチン人作家の情報と資料が入手できなかったことである。現時点で、
日系ボリビア人作家は 1 名、アルゼンチン人作家は 2 名のみ発見できた。また、アルゼン
チン人作家の調査に関しては、最終年度は新型コロナウイルスの感染拡大により計画して
いたアルゼンチン現地での調査ができなかった。一方で、研究期間中にペルー人作家による
作品、それに関する文献が多く出版された。また、日系人以外の作家が日系ペルー人に関わ
る作品を出版し始めた。 

資料収集・検索と同時進行で、先行文献を総合的にまとめ、日本人の移民史、移民のナシ
ョナリズムと記憶を学際的に探究する新し理論構成を考え出した。しかし、日系ボリビア・
アルゼンチン人作家の主要文学作品が見つからなかった為、研究内容を日系ペルー人作家
著作品と日系ペルー人に関する文学作品の分析に変更せざるを得なかった。メモリースタ
ディーズ、カルチュラルスタディーズ、ポストコロニアルスタディーズ、ジェンダースタデ
ィーズ、リテラリースタディーズを含む研究分野を総合に適用し学際的なアプローチを生
み出し、日系ペルー人の共同記憶がどのように構築され変貌したのかを探究した。記憶の構
築の過程には、ペルーの制度化された人種差別、日本人・日系人の自らの人種意識が関連し
ていることを明確にし分析した。 

次の手段は、文学作品を読み込むことで、クロースリーディング(close reading)をし上記
の理論構成を適用することであった。国外で開催された国際学会で研究発表し他の研究者
からの建設的なコメントを基に研究論文の校正を何度も繰り返した。仕上がった論文を全
て 1 冊の本にまとめようとしたが、理論構成が共同体の記憶の構築と変貌に関するテーマ
に絞り過ぎであることに気づき、総合的に見ると考えに繰り返しが多く活力がない図書に
なってしまう傾向にあった。そこで最終的には以下の手段を取った。 

どの論文が、査読付き学術誌、学術的興味を共有している研究者が編集している図書の１
章、図書に向いているかを分類した。その結果、図書を出版するに当たって、「継ぎ接ぎ細
工」のアプローチを取り１冊の本にまとめた。 
 



４．研究成果 
上記にあるように、図書 1点を出版した。題名は、『Las voces que entrecruzan el Peru y 
Japon』(ペルーと日本を横断する声)でスペイン語でリマの Murrup Ediciones から 2021 年
3 月に出版された。、本図書には、沖縄系ペルー詩人ドリス・モロミサトの沖縄人の移民体
験を描いた詩集、星野智幸著の日系ペルー人の主人公が自分の場所を日本で探す姿が描か
れている小説、日系ではないペルー人作家ルイス・アリオラ・アヤラの自身の「偽日系人」
としての出稼ぎ経験を基に作成された短編小説、父親が親日派であったペルー人作家セレ
ンコ・ベガ・ハコメの日系人の記憶とペルーの 1980・90 年代の「恐怖の時代」の記憶を重
ね、記憶の記録とは何なのかをテーマとした短編小説の分析が含まれている。それぞれの章
は何からの形で日系ペルー人に関するテーマに触れているが、前に言及したように、それぞ
れのテーマの焦点は多様で「継ぎ接ぎ細工」を分析手段として１冊の本にまとめた。統一性
に欠けているというコメントを出版社の読者から受けたが、反対に、統一性欠乏の性質を巧
みに利用し以下の質問を投げかける機会にした。「日系文学」とはいったい何なのか？日系
人が描写されている文学が日系文学なのか？日系人が創作した作品が日系文学なのか？
「日系文学」という仮の名称を複雑化し、ラテンアメリカ文学と日本文学の間ではどの位置
に置かれるべきなのか、地域文学の間にはどのようなネットワークが存在するのか、などの
疑問点が浮かび上がり、今後の研究プロジェクトの出発点に結びついた。 
本図書以外に、査読付き論文を３本、学会紀要論文１本、他の研究者が編集に関わった査

読付きの図書の１章を５本発表した。また、国際会議・学会での研究発表をペルー、エクア
ドル、スペイン、ニュージーランドで行った。さらに、招待パネリストとして発表を行った。
上で述べたように、今回の研究を通し、挑戦したい課題が浮かんだ。次の研究プロジェクト
では、ラテンアメリカとアジアの地域区間及び周辺に存在する多様で複雑な日系人の記憶
のネットワークを探究する。 
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